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に充満する iso density mass lesionを認めた.進行性の意
識障害を認め,同日緊急手術施行.脳室内出血と側脳室
三角部に充満する腫瘍性病変を認めた.永久病理診断で
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白色,やや fiborousで elastic softであった.鞍上部摘出
は困難で鞍内部のみ腫瘍攝子で腫瘍を摘出した.病理組
織診断は転移性腺癌であった.残存腫瘍に対し,術約 1
か月後に周辺部照射線量 10.7Gy中心部最大線量
26.8Gy,3か月後には同線量 6.0Gy,15.0Gyでガンマーナ
イフ療法を行い,現在腫瘍コントロール良好である.
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